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家庭数配付

石田小学校だより １０月号 甲府市立石田小学校（電話 ２２２－５４１４）

悠 紀 だ よ り
平成２７年 １０月２２日 発行責任者 校長 乙黒 崇

本年度の全国力・学習状況調査は４月２１日（火）に，全国の小学校第６学年及び中学校第３

学年の全児童生徒を対象に実施されました。本校でも当日は

欠席者もなく，６年生６４名が全員参加しました。

調査内容は，大きく①教科に関する問題（国語・算数・理科）と，

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査に分かれ，国語と

算数はＡ：主として「知識」に関する問題と，Ｂ：主として

「活用」に関する問題に分かれています。

この調査は，本校の児童の学力や学習状況を把握・分析し，

各教科における課題や生活状況の実態を明らかにすることにより，今後の指導内容や指導方法の

改善や生活指導などに役立てることを目的とします。

８月２６日に文部科学省から本校の結果が送られてきました。本校でも運動会などの学校行事

への取組と平行して，調査結果の分析を行ってまいりました。このたび分析結果がまとまりまし

たので，その概要を保護者の皆様にお知らせするとともに，本校のホームページにも掲載してい

きたいと思います。

なお，調査に参加しました６年生一人一人には，個別懇談会を利用して個人票をもとに，具体

的に課題等について説明していく予定です。よろしくお願いいたします。

１ 本校の状況（全国との比較）

本校の国語の結果は，国語Ａでは全国平均をやや下回りました。国語Ｂは，全国平均とほぼ同

等となっていますが，やや下回りました。算数では，算数Ａ，算数Ｂとも全国平均をやや下回り

ました。理科は，全国平均とほぼ同等となっていますが，やや下回りました。

この調査の結果につきましては，山梨県教育委員会の分析にもあるように，全国平均正答率の

プラスマイナス５ポイントの範囲にあるものは，ほぼ同等であると考えています。

本校の学力・学習状況をお知らせします



- 2 -

２ 教科ごとの状況と課題

国 語

Ａ 主として「知識」に関する問題

○学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読む問題については，本校の平均正答率と全国

平均正答率が，ほぼ同じで，その力はよく身についている。

○話の聞き方の説明として適切なものを選択する問題の正答率も全国とほぼ同じであった。

□文の主語として適切なものを選択する問題と文を構成する主語と述語の照応関係を捉える問題

は，全国と比べると正答率が低く，理解が不十分である。

Ｂ 主として「活用」に関する問題

○目的に応じて文章の内容を的確に押さえながら要旨を捉える問題では，全国平均を上回る正答

率であり，その力は身についている。

○登場人物の気持ちの変化を想像しながら音読する時の工夫とその理由を書く問題では，全国平

均を上回った。

□目的や意図に応じて新聞の割り付けをする問題の正答率が低い。

□文章と図とを関連づけて自分の考えを書く問題の正答率も低い。

算 数

Ａ 主として「知識」に関する問題

○繰り上がりのある２位数のたし算（２８＋７２）は，正答率が高い。

○分度器の目盛りを読み，１８０°より大きい角の大きさを求める問題の正答率は高く全国平均

を上回った。

□除数が整数である場合の分数の除法の計算（ ÷７）の正答率は全国平均を下回った。

□見取り図と展開図を関連づけて，立体図形の辺や面の位置関係を問う出題の正答率は全国平均

を下回った。

Ｂ 主として「活用」に関する問題

○平行四辺形の性質を基に，平行四辺形を構成することができる辺の組み合わせを問う出題では，

全国平均に比べて正答率は高い。

□四つの数を四捨五入して，千の位までのおよその数に表し，それらの数の和を求める式と答え

を書く問題の正答率が低い。

□示されて図形の色が付いた部分の面積を求める問題の正答率が低い。

理 科

○植物の適した栽培場所について，成長の様子と日光の当たり方を適用して，その内容を記述す

る問題の正答率は，全国平均を上回った。

□メダカの雄と雌を見分けるために観察する部分を問う出題では，正答率が低い。

３ 教科における主な改善点

国 語

※文の中における主語と述語，修飾と被修飾との関係に注意させる。文の中での語句の役割や，

語句相互の関係に気をつけて，文がどのように組み立てられているかを理解できるように指導

する。

５

６
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※新聞を書くためには，新聞の特徴に基づいて割り付けをしたり，見出しを付けたり，記事を書

いたりすることが重要である。そのためには，新聞を書く目的や意図を明確にもつことができ

るような指導をする。

※説明的な文章では，書き手が伝えたい内容を読み手に分かりやすく伝えるために，図やグラフ

などを用いる場合がある。文章と図やグラフなどを関連付けて自分の考えをまとめることは重

要である。そのためには，図やグラフなどが添えられた文章を提示し，それらを関連付けて読

んだり，自分の考えを書いたりする指導を意図的に行うことが必要である。

※読み聞かせなどを利用して多くの物語に触れる機会を増やすとともに，読書活動のさらなる推

進，目次や索引を活用して本を効果的に読む指導も進める。

算 数

※基礎的・基本的な計算の技能の習熟を図るために，繰り返し学習に取り組ませる。

※計算の仕方を整数や小数の計算などを活用して，工夫して考え出せるように指導する。

※見取り図や展開図に表す活動とともに，見取り図や展開図を読む活動を位置付け，立体図形に

ついての理解を深める指導をする。

※日常生活の事象の解決に，概数や概算を活用して，

目的に応じて合理的かつ能率的に判断する学習を充実する。

※算数の学習から見いだした考えを，条件を変更した場面に活用して，

発展的に考察する学習を充実する。

理 科

※興味・関心や目的意識をもって飼育し，観察することができるような指導をする。

４ 質問紙調査の主な特徴（全国との比較）

生活習慣について

○「毎日同じくらいの時刻に寝ている（起きている）」と回答した児童の割合は，全国平均を上回

っており，規則正しい生活リズムが定着できている。

○平日のテレビ・ビデオ・ＤＶＤの視聴時間が「３時間以上」と回答した児童の割合は低く，全

国に比べても下回っていて，視聴時間は短い。

○「平日にゲームをする時間が１時間より多い」と回答した児童の割合は低く，全国に比べて，

ゲームをする時間は短い。

□「平日に１日あたりどれくらいの時間，携帯電話，スマートフォンで通話やメール，インター

ネットをする」という質問で，「３０分以上」と回答した児童の割合は高く，全国に比べても上

回っていて，メールやインターネットをする時間は長い。

学習に対する関心・意欲・態度について

○「国語の勉強は好き」と回答した児童の割合は高く，全国に比べて上回っている。

○「読書が好き」と回答した児童は，全国を大きく上回っている。

○「算数の勉強は好き」と回答した児童は，全国と比べて，ほぼ同等であるが上回っている。

○「理科の勉強は好き」と回答した児童の割合は高く，全国と比べて大きく上回っている。

○「理科で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考える」と回答した児童の割合高く，

全国と比べて大きく上回っている。

□「友だちの前で自分の考えや意見を発表することは得意」と回答した児童は，全国と比べて，

ほぼ同等であるが，やや下回っている。
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家庭学習について

○「平日の１日あたりの読書時間」では，「３０分以上」と回答した児童が全国を極めて大きく上

回り，家庭での読書時間は長い。

○「家で自分で計画を立てて勉強をしている」と回答した児童は，全国に比べて上回っている。

□「平日に１日あたりどれくらいの時間，勉強をするか（学習塾，家庭教師も含む）」という質問

で，「１時間以上」と回答した児童の割合は低く，全国に比べてやや下回り，家庭学習の時間は

短い。土日に１時間以上，家庭学習をしているという質問では，全国とほぼ同等であるが，や

や短いという結果である。

地域とのかかわりについて

○「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある」と

回答した児童は，全国と比べて上回っている。

□「地域の行事に参加している」と回答した児童は全国と比べて

やや下回っている。

５ 質問紙調査からの改善点

※寝る時刻と朝起きる時刻が規則的で定着しているところは継続し，平日にメールやインターネ

ットをする時間が少なくなるように家庭と連携して取り組む。

※読書好きの児童が多いので，読み聞かせなどをこれまで以上に多く取り入れ，朝読書・図書館

での授業のさらなる改善によって，より一層読書活動の推進に努める。

※授業に興味が持て，自信を持って友だちの前で意見を発表できるように，個別の支援やティー

ム・ティーチングなど，授業形態の工夫や誰でも理解できる分かりやすい授業に努めるなど，

授業改善に取り組む。

－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－

家庭での学習習慣の定着に御協力を！
－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－－－家庭学習の定着－－

質問紙調査の結果を見ると，本校の児童は朝起きる時刻が一定であり，基本的な生活習慣が

身についており，学習に対する関心・意欲・態度の意識も高く，読書をすることが大好きであ

るという良い面がたくさんあることがわかりました。これまで学校でも，毎日の朝読書や読書

ボランティアによる読み聞かせの活動など，様々な働きかけにより，読書活動の推進に取り組

んできたことは，国語の学習に良い影響を与えているということが考えられます。今後におい

ても，学校や家庭で大切にしていきたい活動です。

学校以外で勉強している時間は，平日でも土日でも全国に比べて短いというのが本校児童の

実態ですが，家で自分で計画を立てて勉強をしていると回答する児童も多いので，これからも

継続して計画的に家庭学習に取り組んでくれることを期待しています。

学校でも宿題の出し方などについてさらに工夫改善し，児童自らが自主的に学習に取り組む

ことができるように働きかけていきたいと考えております。

各御家庭におきましても家庭学習の習慣が定着できるよう，学習環境を整えるなど，御理解

と御協力をよろしくお願いいたします。


